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（参考資料１） 
『感染症流行予測調査事業』への参加のお願い（案） 

 
１．はじめに 

感染症流行予測調査事業では、ワクチンで予防が可能な病気に対する免疫保有状況を地域別、

年齢別、予防接種歴別に比較・検討しています。また、日本を含む WHO 西太平洋地域では根

絶宣言がなされているポリオ（小児マヒ）について、乳幼児の便中に野生型ポリオウイルスが

存在していないかを確認しています。一方、ブタを対象とした調査では、日本脳炎ウイルスの

浸淫状況や新型インフルエンザの侵入が起こっていないかを検討しています。これらの調査結

果は、その他のいろいろな情報とあわせて検討することにより、長期的視野で病気の流行を予

測でき、また、日本の予防接種政策に反映されています。具体的には、風しんや麻しん（はし

か）に対する感受性人口（免疫を持っていない人の数）を推計したり、インフルエンザワクチ

ンの株を選ぶ際の参考資料としたり、予防接種スケジュールを決定するための参考資料となっ

ています。これらはいずれも世界で類をみないすぐれた科学的調査法となっています。 

２．調査方法について 
【病気に対する免疫の有無を調査】 

全国の様々な年齢の健康な方から血液をいただき、免疫の有無を調べます（抗体の測定）。 
今回いただいたあなたの血清では、［インフルエンザ、風しん、麻しん、ポリオ］（○印のつ

いた病気）について調査を行います。 

【ポリオウイルスの有無を調査】 
ポリオは日本を含む西太平洋地域では根絶宣言が出されていますが、インドネシア、イン

ド、パキスタン、アフガニスタン等の国々ではまだポリオ患者さんが発生しています。現在

のように高いワクチン接種率が維持されないと、野生のポリオウイルスが海外から入ってき

た場合、流行をおさえることができなくなります。この調査では、健康なお子さまから便を

いただき、野生のポリオウイルスがいないかどうかについて調査（ウイルスの分離・同定）

を行います。 
３．調査結果について 

調査により得られた結果は、後日、みなさまにご報告いたします。また、集計・解析され

た結果は、『感染症流行予測調査報告書』として厚生労働省から発行され、今後の予防接種計

画の作成や感染症の流行を予測するための資料として利用されています。また、結果は国立

感染症研究所のインターネットホームページ（http://idsc.nih.go.jp/yosoku/index.html）にも公開

し、広くご覧いただけるようになっています。なお、本調査にご協力頂いた場合でも、個人

が特定される情報が発表されることは決してありませんので、日本の感染症対策にご協力く

ださいますようお願い申し上げます。 

以上のことをご理解いただき、本事業に参加していただけるのであれば、ご署名をお願いいたします。 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

国立感染症研究所長 殿 
○○県衛生研究所長 殿 

上記の説明をきいて、この調査に参加いたします。 

平成   年   月   日 
署   名              
保護者署名             （未成年者の場合） 
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（参考資料２） 

『国内血清銀行』への血清保存のお願い（案） 

 

１．はじめに 

国内血清銀行（国内血清バンク）とは、日本に住んでいる健康な方の血清を採血日、

年齢、性別、お住まいの都道府県以外の個人情報が全くわからない形で保存・管理し、

集団における免疫保有状況を調査したり、新しい細菌やウイルスなどが見つかると、そ

れらに対して日本に住んでいる人がどのくらいの割合で免疫を持っているかどうかを調

べることにより、わが国における感染症対策、予防接種対策など、国民生活の向上や関

係分野の研究に役立てることを目的として運営されています。 

２．血清の保存・管理について 

全国各地の様々な年齢の健康な方から血液を頂き、適切な条件（超低温管理）で長

期間冷凍保存しています。また、保存時には個人を特定するような情報はすべて削除さ

れています。 

３．保存血清の利用について 

感染症（新たに出現あるいは再出現した感染症など）に対する免疫状態の把握や新

しい検査方法の開発などに利用させていただきます。なお、保存血清の利用により得

られた結果については、上記のように後から個人を特定することができなくなってい

ますので、個々に結果をお返しできませんことをご了承ください。 

以上のことをご理解いただき、国内血清銀行への血清の保存を承諾して 

いただけるのであれば、ご署名をお願いいたします。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

国立感染症研究所長 殿 

○○県衛生研究所長 殿 

上記の説明をきいて、国内血清銀行への血清の保存に同意いたします。 

平成   年   月   日 

署   名              

保護者署名             （未成年者の場合） 
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（参考資料３） 
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（参考資料４） 
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（参考資料５） 

感染症流行予測調査事業とは？ 
 

目的について 
定期予防接種対象疾患（ポリオ，インフルエンザ，日本脳炎，風疹，麻疹，百日咳，ジフテリ

ア，破傷風）について，わが国の国民がこれらの病気に対する免疫をどれくらい保有しているか

［集団免疫の現況把握：感受性調査］や，どのような型の病原体が流行しているか［病原体の検

索：感染源調査］などの調査を行い，これらの結果と他のいろいろな情報（地域，年齢，性別，

予防接種歴など）をあわせて検討して，予防接種が効果的に行われること，さらに長期的な視野

で病気の流行を予測することを目的としています。具体的には，風疹や麻疹に対して免疫を持っ

ていない人（感受性者）の数を推計したり，インフルエンザワクチンの株選定の際の参考資料と

したり，また，予防接種のスケジュールを決定するための参考資料になっています。 

関連機関について 
厚生労働省が主体となり，国立感染症研究所と都道府県および都道府県衛生研究所等が協力し

て実施しています。都道府県，都道府県衛生研究所，保健所，医療機関の方が，それぞれの地域

に住んでいる健康な方にこの事業の目的を説明して，同意が得られた場合に調査に協力していた

だいています。 

調査について 
感受性調査：同意が得られた方から血液を採取し，対象となる病気に対する免疫の有無について

調査します。 

感染源調査：同意が得られた方から便を採取（ポリオ），あるいはブタから採取した材料を用い

て，ウイルスの有無や種類について調査します。 

結果について 
全国各地で得られた結果は，国立感染症研究所で地域，年齢，予防接種歴などさまざまな角度

から解析を行ない，毎年報告書を出しています。また，インフルエンザや日本脳炎については国

立感染症研究所感染症情報センターのホームページ（http://idsc.nih.go.jp/yosoku/index.html）で速

報として公開しています。なお，結果については，個人を特定できるような情報は一切ありませ

ん。 ************************************************************************************************ 

［ 感染症流行予測調査ホームページ ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インフルエンザ HI 抗体保有状況 ブタの日本脳炎感染状況 
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